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住宅の省エネルギー改修 に関する研究

Study on Housing Improvements for Energy Saving

細 木 翼*1,萩 原 智 子*1,高 口 洋 人*2,渡 辺 俊 行*2

   Tsubasa HOSOKI, Tomoko HAGIHARA, 

Hiroto TAKAGUCHI and Toshiyuki WATANABE

Although the population of Japan is going to decrease in 2006, the energy consumption of residential sector is 

predicted to increase. Therefore it would be very important to reduce the energy consumption of existing houses. 
This study defines housing improvements for energy saving as repair work to reduce energy consumption of 

residential buildings. This paper aims to  clarify the actual situation of housing repair works for energy saving in 
Fukuoka and its saving effect. The results of our analysis are as follows; 
1) For the spread of energy serving improvements, expressing energy saving effects in number is effective. 
2) Technique with high cost performance is preferable, since large-scale investment is hard to be made for the 

   repair construction.

Keywords: Housing Improvement, Energy Saving Hearing Investigation, Insulation, 

                Annual Heating and Cooling Loads

住宅改修,省 エネルギー,ヒ ア リング調査,断 熱 化,年 間暖冷房負荷

1.はじめに

図1に 示すように,新 設工事が停滞するなか,修 繕工

事が建設市場全体に占める割合は90年 度以降徐々に高ま

り,2003年 度には23.0%に 達している1).ま た図2に 示

すように現在の日本には既に5千 万戸に上る住宅ストッ

クが存在し2),1968年 以降は総住宅戸数が世帯数を上回

る状況が続いており,そ の差は拡大し続けている.ま た

国内総人口は2006年 をピークに,減少に転ずることが予

測されていることから,住 宅の改修工事が占める割合は

今後も増加 し続けると考えられる.一 方で,住 宅におけ

るエネルギー消費量は依然として増加傾向にあり,今後

は改修の機会を活用し,既 存の住宅ス トックの熱的性能

を高めて,環 境配慮型に変えていくことが重要な課題と
いえる.

本研究は,住 宅のエネルギー消費量の抑制を目的とし

た改修工事を省エネルギー改修(以 下,省 エネ改修)と

定義し,住 宅の省エネ改修の現状 とその効果について明
らかにすることを目的とする.

本報では福岡市における改修工事ならびに省エネ改修
工事の現状を把握するために行った,福 岡市内の改修工
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図1日 本における修繕工事の推移1)

図2日 本の総住宅数及び総世帯数2)



事を手がける業者8社 に対するヒアリング調査結果及び,

数値シミュレーションを用いて行った省エネ改修手法の

年間暖冷房負荷削減効果(以 下,年 間を省略)の 検討結

果について示す.

2.九州北部における住宅改修工事の傾向

2.1ヒ アリング調査概要

福岡市で住宅の改修工事を手がける業者8社 に対して
ヒアリング調査を行った.対 象としたのは主に工事費用

500万 円以上の大規模改修を含む改修工事を取扱 う業者

である.各 社の改修工事費別年間工事件数の割合を図3

に示す.大 規模改修を扱 う業者でも,件 数別では小口の

修繕工事の割合が多い.ヒ アリング調査は改修工事動機,

箇所,省 エネ改修に関する取り組み等について,作 成し

た回答用紙に基づいて行った.調 査期間は2004年10月
～ll月である.

2.2ヒ アリング調査結果

福岡市における改修工事の現状について行ったヒアリ
ング調査より,得 られた回答結果の一部を示す.

【改修動機】改修規模により改修動機の傾向は異なるも
のの,工 事費が数百万円規模の大規模改修が行われる際

の動機としては 「中古住宅を購入 した」「孫と同居を始め

た」等のライフステージの変化による動機が大部分を占

めているという回答結果が4社 から得られた.ま た最近
の傾向として健康,安 全な室内環境を得ることを目的と

して内装材を自然素材へ変更する改修工事が増加 してい

るという回答を3社 から得た.

【改修費用】新築の場合はローンを組むことが一般的で

あるが,改 修工事の際にはローンの審査が厳 しいことな

どから工事費が数百万円規模の大規模改修でも費用の支

払いは一括で済まされる傾向がみられ,省 エネ改修によ

る工事費増大がどの程度まで受け入れられるかが課題と

なる.

【工事費の増大】新築に比べて改修工事においては施工

段階において不測の出費が生じやすいという指摘がある
が,本調査でも当初の見積もりよりも2～3割 程度工事金

額が大きくなってしまうことがあるという回答を3件 か

ら得た.ま た見積もりが予算を上回る場合には工事資金

を借 りてまで当初の工事を行 うよりは改修箇所を減らす

場合が多いという回答も2社 から得られた.

【改修物件築年数】小規模な修繕工事の需要は新築直後
からあり,住 宅改修業界では築7年 頃から住宅を大規模

な改修対象として捉えるものの,実 際に改修が行われる

のは築15～25年 の建物が多い.ま た築25年 以上経つと

住宅の金銭的価値が無くなるせいもあり,大 規模改修よ

りも建替えを選ぶ発注者がほとんどであることが分かっ
た.

図3改 修工事費用と件数の割合

表1省 エネ改修手法及び,そ の取扱状況

図4省 エネ改修に関する発注主の意識










